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展
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愛
媛
県
の
中
央
北
部
か
ら
東
北
部
に
位
置
す
る
道
前
平

野
と
松
山
平
野
（
道
後
平
野
）
の
両
平
野
は
、
瀬
戸
内
海

に
面
し
た
瀬
戸
内
式
気
候
特
有
の
雨
量
の
少
な
い
地
域
で

あ
る
た
め
、
恒
常
的
な
か
ん
が
い
用
水
の
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
国
営
道
前
道
後
平
野
土
地
改
良
事
業
（
昭

和
三
十
二
年
度
〜
昭
和
四
十
二
年
度
、
以
下
「
昭
和
の
事

業
」
と
い
う
。）
及
び
国
営
道
前
道
後
平
野
土
地
改
良
事
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（
平
成
元
年
度
〜
平
成
二
十
五
年
度
、
以
下
「
平
成
の

事
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と
い
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に
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り
、
面
河
ダ
ム
、
幹
線
用
水
路
、

志
河
川
ダ
ム
及
び
佐
古
ダ
ム
な
ど
の
農
業
水
利
施
設
が
建

設
さ
れ
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
は
、

建
設
後
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
で
老
朽
化
が
進
み

維
持
管
理
に
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
農
業
水
利
施
設
は
、
地
震
に
よ
り
損
壊

し
た
場
合
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
た
め
、
耐
震
性
能
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
令
和
五
年
度
か
ら
国
営
道
前
道
後
用
水
土

地
改
良
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化
し
て
い
る
農
業
水
利
施
設

の
改
修
と
耐
震
化
の
整
備
を
行
う
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

今
回
、
そ
の
事
業
内
容
を
取
材
し
た
。

1

地
区
の
概
要

道
前
平
野
地
区
（
西
条
市
）
は
、
高
縄
山
系
の
東
側
裾

野
付
近
を
中
心
に
広
が
る
道
前
平
野
が
そ
の
中
心
で
あ
り
、

二
級
河
川
中
山
川
が
平
野
中
央
を
貫
流
し
、
東
で
瀬
戸
内

海
（
燧
灘
）
に
注
い
で
い
る
。

道
後
平
野
地
区
（
松
山
市
、
伊
予
市
、
東
温
市
、
松
前

町
、
砥
部
町
）
は
、
高
縄
山
系
に
端
を
発
し
た
一
級
河
川

重
信
川
の
流
域
に
広
が
る
松
山
平
野
を
中
央
に
し
て
、
北

西
で
瀬
戸
内
海
（
伊
予
灘
）
に
面
し
、
地
区
南
側
で
は
道

前
平
野
地
区
と
同
様
に
石
鎚
山
系
の
山
々
に
面
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
地
区
が
新
た
な
国
営
事
業
の
対
象
地
域
で

あ
る
が
、
本
地
区
の
営
農
は
、
水
稲
を
中
心
に
麦
、
さ
と

い
も
等
の
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
の
ほ
か
、
中

晩
柑
、
か
き
等
を
中
心
と
し
た
果
樹
専
作
に
よ
る
農
業
経

営
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

2

前
歴
事
業
の
概
要

⑴
昭
和
の
事
業

両
平
野
と
も
、
平
均
気
温
約
一
六
℃
、
年
平
均
降
水
量

約
一
、三
〇
〇
㎜
と
四
季
を
通
じ
て
温
暖
で
降
雨
の
少
な

い
瀬
戸
内
式
気
候
で
あ
る
た
め
、
河
川
の
流
量
が
乏
し
く
、

谷
川
・
河
川
の
表
流
水
、
伏
流
水
の
ほ
か
安
定
的
な
か
ん

が
い
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、
数
多
く
の
た
め
池
が
築

か
れ
る
な
ど
、
努
力
を
重
ね
て
き
た
が
、
水
不
足
は
否
め

ず
農
業
用
水
の
確
保
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

道
前
道
後
用
水
地
区株

式
会
社
竹
中
土
木
広
島
支
店（
岡
山
駐
在
）

石
原
宏
徳

位置図

将来展望国営事業地区の

昭
和
二
十
年
代
に
入
り
、
戦
後
の
食
糧
難
が
続
く
中
、

恒
久
的
な
用
水
対
策
が
強
く
熱
望
さ
れ
、
道
前
平
野
側
、

道
後
平
野
側
の
関
係
者
が
一
体
と
な
り
、
昭
和
三
十
二
年

度
に
当
初
事
業
（
昭
和
の
事
業
）
が
着
手
さ
れ
、
太
平
洋

側
（
高
知
県
側
）
に
流
れ
る
仁
淀
川
水
系
に
降
っ
た
雨
水

を
貯
水
す
る
総
貯
水
量
二
、八
三
〇
万
㎥
の
「
面
河
ダ
ム
」

を
建
設
し
て
農
業
用
水
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
四
国
山

地
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
で
道
前
道
後
平
野
に
導
く
総
延
長

八
〇
㎞
に
及
ぶ
幹
線
水
路
や
中
山
川
取
水
堰
、
横
谷
調
整

池
、
通
谷
調
整
池
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。（
表
1
参
照
）

ま
た
、
こ
の
事
業
は
愛
媛
県
の
水
力
発
電
と
工
業
用
水

と
の
共
同
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
隣
県
の
高
知
県
等
の
協
力
で
実
現
し
た
〝
感
謝
の

用
水
〞
で
あ
り
、
山
並
み
を
越
え
て
架
か
る
水
の
連
な
り

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
虹
の
用
水
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑵
平
成
の
事
業

「
昭
和
の
事
業
」
の
完
了
後
、
施
設
の
運
用
・
維
持
管

理
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
完
成
後
二
〇
年
以
上
が
経
過
し

て
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
漏
水
等
が
発
生
し
て
き
た
た

め
、
こ
れ
ら
の
箇
所
の
補
修
、
更
新
や
ゲ
ー
ト
等
操
作
施

設
の
近
代
化
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
。

ま
た
、
社
会
・
農
業
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
水
利
用
の

形
態
が
変
化
し
、
新
た
な
水
需
要
へ
の
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
元
年
度
か
ら
「
平
成
の
事
業
」
に
着

手
し
、
面
河
ダ
ム
を
始
め
と
す
る
当
初
事
業
で
整
備
さ
れ

た
施
設
の
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
中
山
川
水
系
志
河
川

に
総
貯
水
量
一
、三
〇
〇
千
㎥
の
志
河
川
ダ
ム
、
重
信
川

水
系
佐
川
川
に
総
貯
水
量
一
、一
一
〇
千
㎥
の
佐
古
ダ
ム

を
新
設
し
て
、
十
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
の
水

田
裏
作
期
間
の
用
水
確
保
な
ど
が
行
わ
れ
、
農
業
用
水
の

安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
た
。（
表
2
参
照
）

3

国
営
道
前
道
後
用
水
土
地
改
良
事
業

　
　（
令
和
五
年
度
着
工
）

⑴
事
業
の
必
要
性

「
昭
和
の
事
業
」で
整
備
さ
れ
た
施
設
は
、
建
設
後
五
〇

年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
で
経
年
的
な
施
設
の
劣
化
に
よ

り
、
貯
水
池
に
お
い
て
は
取
水
ゲ
ー
ト
に
動
作
不
良
が
生

じ
て
い
る
ほ
か
、頭
首
工
に
お
い
て
は
固
定
堰
の
摩
耗
、用

水
路
に
お
い
て
は
ひ
び
割
れ
、
水
管
理
施
設
に
お
い
て
は

突
発
的
な
故
障
が
生
じ
て
い
る
な
ど
、
農
業
用
水
の
安
定

供
給
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
と
も
に
、
施
設
の
維
持

管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
地
区
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進

地
域
の
指
定
地
域
内
に
あ
り
、
地
震
に
よ
り
施
設
が
損
壊

面河ダム（虹の用水、感謝の用水） 鳥瞰図

表 1　国営道前道後平野土地改良事業（「昭和の事業」）施設概要
区分 施設内容

共
同
施
設

承水施設 面河第一承水堰など　11ヶ所

承水路 開水路、隧道　L=8.5㎞

ダム 面河ダム　総貯水量28,300千㎥

放水導水
施設

放水導水路　　　L=12.9㎞
道後導水路　　　L=5.4㎞
北部幹線用水路　L=12.7㎞
千原取水塔　　　 1ヶ所

農
業
専
用
施
設

道前平野
中山川取水堰、道前幹線用水路
道前左岸幹線用水路、道前右岸幹線用水路
L=26.6㎞

道後平野
道後北部幹線用水路、横谷調整池
道後南部幹線用水路、道後南部赤坂線、
通谷調整池　L=26.7㎞

表 2　国営道前道後平野土地改良事業（「平成の事業」）施設概要
区分 事業内容

既存送水施設の改修及び
管理施設の近代化

既設水利施設の改修
（老朽石綿パイプ、PC管をDCIP管に取
替え、流量計の取替え等）

新規水源開発及び
送水施設の新設

志河川ダム（総貯水量1,300千㎥）、佐古
ダム（総貯水量1,110千㎥）、志河川幹線
水路（総延長2.1㎞）の新設
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、「
虹
の
用
水
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑵
平
成
の
事
業

「
昭
和
の
事
業
」
の
完
了
後
、
施
設
の
運
用
・
維
持
管

理
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
完
成
後
二
〇
年
以
上
が
経
過
し

て
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
漏
水
等
が
発
生
し
て
き
た
た

め
、
こ
れ
ら
の
箇
所
の
補
修
、
更
新
や
ゲ
ー
ト
等
操
作
施

設
の
近
代
化
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
。

ま
た
、
社
会
・
農
業
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
水
利
用
の

形
態
が
変
化
し
、
新
た
な
水
需
要
へ
の
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
元
年
度
か
ら
「
平
成
の
事
業
」
に
着

手
し
、
面
河
ダ
ム
を
始
め
と
す
る
当
初
事
業
で
整
備
さ
れ

た
施
設
の
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
中
山
川
水
系
志
河
川

に
総
貯
水
量
一
、三
〇
〇
千
㎥
の
志
河
川
ダ
ム
、
重
信
川

水
系
佐
川
川
に
総
貯
水
量
一
、一
一
〇
千
㎥
の
佐
古
ダ
ム

を
新
設
し
て
、
十
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
の
水

田
裏
作
期
間
の
用
水
確
保
な
ど
が
行
わ
れ
、
農
業
用
水
の

安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
た
。（
表
2
参
照
）

3

国
営
道
前
道
後
用
水
土
地
改
良
事
業

　
　（
令
和
五
年
度
着
工
）

⑴
事
業
の
必
要
性

「
昭
和
の
事
業
」で
整
備
さ
れ
た
施
設
は
、
建
設
後
五
〇

年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
で
経
年
的
な
施
設
の
劣
化
に
よ

り
、
貯
水
池
に
お
い
て
は
取
水
ゲ
ー
ト
に
動
作
不
良
が
生

じ
て
い
る
ほ
か
、頭
首
工
に
お
い
て
は
固
定
堰
の
摩
耗
、用

水
路
に
お
い
て
は
ひ
び
割
れ
、
水
管
理
施
設
に
お
い
て
は

突
発
的
な
故
障
が
生
じ
て
い
る
な
ど
、
農
業
用
水
の
安
定

供
給
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
と
も
に
、
施
設
の
維
持

管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
地
区
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進

地
域
の
指
定
地
域
内
に
あ
り
、
地
震
に
よ
り
施
設
が
損
壊

面河ダム（虹の用水、感謝の用水） 鳥瞰図

表 1　国営道前道後平野土地改良事業（「昭和の事業」）施設概要
区分 施設内容

共
同
施
設

承水施設 面河第一承水堰など　11ヶ所

承水路 開水路、隧道　L=8.5㎞

ダム 面河ダム　総貯水量28,300千㎥

放水導水
施設

放水導水路　　　L=12.9㎞
道後導水路　　　L=5.4㎞
北部幹線用水路　L=12.7㎞
千原取水塔　　　 1ヶ所

農
業
専
用
施
設

道前平野
中山川取水堰、道前幹線用水路
道前左岸幹線用水路、道前右岸幹線用水路
L=26.6㎞

道後平野
道後北部幹線用水路、横谷調整池
道後南部幹線用水路、道後南部赤坂線、
通谷調整池　L=26.7㎞

表 2　国営道前道後平野土地改良事業（「平成の事業」）施設概要
区分 事業内容

既存送水施設の改修及び
管理施設の近代化

既設水利施設の改修
（老朽石綿パイプ、PC管をDCIP管に取
替え、流量計の取替え等）

新規水源開発及び
送水施設の新設

志河川ダム（総貯水量1,300千㎥）、佐古
ダム（総貯水量1,110千㎥）、志河川幹線
水路（総延長2.1㎞）の新設
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し
た
場
合
に
は
、
地
域
に
と
っ
て
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、本
事
業
で
は
、老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
施
設
を
改
修
し
、
こ
れ
と
一
体
的

に
必
要
な
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い
施
設
の

耐
震
化
対
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

⑵
施
設
整
備
計
画

本
事
業
は
、
松
山
市
、
西
条
市
、
伊
予
市
、

東
温
市
、
松
前
町
、
砥
部
町
の
四
市
二
町
に

ま
た
が
る
水
田
七
、三
一
八
ha

樹
園
地
一
、

八
六
〇
ha
を
受
益
地
と
し
て
、
令
和
五
年
度

か
ら
十
七
年
度
ま
で
の
一
三
年
工
期
で
、
総

事
業
費
二
三
〇
億
円
（
共
同
事
業
分
込
み

二
六
〇
億
円
）
で
実
施
さ
れ
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
主
要
工
事
計
画
は
、
表
3
に
示
す

通
り
で
あ
る
。

面
河
ダ
ム
の
承
水
堰
等
の
施
設
は
道
路
も

無
い
山
中
で
の
施
工
、
幹
線
用
水
路
は
民
家

隣
接
地
で
の
施
工
と
な
る
ほ
か
、
道
後
北
部

幹
線
用
水
路
は
、
工
業
用
水
と
の
共
同
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
水
期
間
が
限
定
さ
れ

る
な
ど
、
施
工
業
者
に
技
術
力
が
求
め
ら
れ

る
施
工
と
な
る
。

ま
た
、
通
谷
調
整
池
の
耐
震
化
工
事
に
お

い
て
は
、
堤
体
直
下
流
に
民
家
、
主
要
道
路

が
あ
る
な
ど
、
施
工
条
件
の
制
約
は
あ
る
が
、

通
谷
調
整
池
、
横
谷
調
整
池
と
も
に
盛
り
立

て（
押
え
盛
土
）、
洪
水
吐（
水
路
断
面
拡
幅
）、

基
礎
処
理（
洪
水
吐
部
）な
ど
ほ
ぼ
す
べ
て
の

フ
ィ
ル
ダ
ム
工
種
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ダ

ム
技
術
の
継
承
も
期
待
さ
れ
る
。

道前道後用水農業水利事業　計画一般平面図

固定堰の摩耗 水管理施設の劣化

ゲートの劣化 表示パネルの故障

中山川取水堰 面河ダム水管理施設

施設の劣化状況
施設の維持管理に必要な水管理施設に故障や不具合が発生

0

500

1,000

1,500

施設補修費の推移

補
修

費

（千円） 約 2.7倍

10年前に比べ、補修費用は約2.7倍に増加

将来展望国営事業地区の

4

事
業
へ
の
期
待

本
地
区
の
用
水
は
、
水
稲
や
野
菜
、
果
樹
な
ど
の
多
彩

な
農
産
物
を
生
産
す
る
愛
媛
県
下
有
数
の
農
業
地
帯
を
支

え
る
と
と
も
に
地
下
水
の
涵
養
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、

豊
か
な
生
態
系
の
保
全
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
し
、

地
域
社
会
に
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
地
元
農
家
等
か
ら
は
国
営
事
業
の
早
期
着
工
を
強
く

要
望
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
令
和
五
年
四
月
、
東
温

市
に
事
業
所
が
開
設
さ
れ
、
八
月
一
日
に
は
愛
媛
県
知
事
、

事
業
推
進
協
議
会
会
長
ら
事
業
関
係
者
参
集
の
も
と
看
板

掲
示
式
及
び
事
業
所
開
所
式
が
開
催
さ
れ
た
。

八
月
に
は
志
河
川
ダ
ム
の
法
面
対
策
工
事
が
開
始
さ
れ
、

本
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

一
日
で
も
早
い
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
農
業
用
水
の
安
定

供
給
、
施
設
の
維
持
管
理
費
用
と
労
力
の
軽
減
及
び
営
農

の
合
理
化
を
図
り
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
等
の
高
収
益
作
物

の
拡
大
や
高
級
か
ん
き
つ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い

る
「
紅
ま
ど
ん
な
」
へ
の
樹
種
転
換
等
が
進
む
こ
と
で
農

業
生
産
性
の
向
上
や
農
業
経
営
の
安
定
化
が
実
現
さ
れ
、

こ
の
地
域
が
益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

【
出
典
・
引
用
文
献
等
】

道
前
道
後
用
水
地
区
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
推
進
協
議
会
「
道
前
道
後
用

水
地
区
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
概
要
」

中
国
四
国
農
政
局
道
前
道
後
用
水
農
業
水
利
事
業
所
H
P

h
ttps://w

w
w.m
aff.go.jp/ch

ush
i/kj/dozen_dogo/dozen_dogo.h

tm
l

水
土
の
礎
「
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
の
紹
介

石
鎚
の
恵
み

虹
の

用
水
」

改修を待ち望む地元の声

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
道
前
・
道
後
平
野
は
、年
間
を
通
し
て
雨
量
が
少

な
い
な
ど
水
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
で
あ
り
、
昔
か
ら
恒
常
的
な
水

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、私
た
ち
の
先
人
は
、昭
和
三
十
二
〜
四
十
二
年
度
に
か
け

農
業
用
水
、工
業
用
水
・
発
電
用
水
の
水
源
と
し
て
、太
平
洋
に
注
ぐ
仁

淀
川
の
上
流
に
面
河
ダ
ム
を
建
設
し
、
は
る
ば
る
四
国
山
脈
を
越
え
て

水
路
を
整
備
す
る
な
ど
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い「
面
河
の
水
」を
私
た

ち
に
も
た
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
昭
和
の
事
業
」と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
元
〜
二
十
五
年
度
に
実
施
さ
れ
た「
平
成
の
事
業
」で

は
、受
益
地
や
貯
水
施
設
の
拡
張
と
併
せ
て
、支
障
施
設
の
改
修
も
行
わ

れ
、農
業
の
振
興
や
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、近
年
は
当
初
の
造
成
か
ら
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
、施
設
全
体

で
老
朽
化
が
著
し
く
進
行
し
、
維
持
管
理
に
多
大
の
費
用
と
労
力
を
要

す
る
よ
う
に
な
り
、加
え
て
近
い
将
来
、発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
備
え
た
安
全
性
向
上
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
地

元
で
は
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、農
林
水
産
省
及
び
愛
媛
県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、現

場
の
声
を
丁
寧
か
つ
親
身
に
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、
平
成
二
十
七
年

度
か
ら
調
査
を
始
め
、遂
に
今
年
度
、施
設
の
長
寿
命
化
・
耐
震
化
を
本

格
的
に
行
う「
令
和
の
事
業
」の
着
工
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
者

一
同
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
昭
和
の
事
業
」の
完
成
を
記
念
し
て
四
五
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
道
前

道
後
用
水
史「
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く
」の
中
に「
水
を
飲
ん
で
、井
戸
を

掘
っ
た
人
の
苦
労
を
忘
れ
ず
」の
言
葉
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
令
和
の
事
業
」の
着
手
に
際
し
、
当
初
の
施
設
建
設
に
携
わ
っ
た
諸

先
輩
方
、
ダ
ム
用
地
等
で
御
協
力
い
た
だ
い
た
久
万
高
原
町
笠
方
地
域

の
人
々
、
仁
淀
川
か
ら
の
分
水
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
高
知
県
の

方
々
、
多
く
の
関
係
者
の
大
変
な
ご
労
苦
と
ご
理
解
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
思
い
起
こ
し
、
道
前
道
後
地
域
の

持
続
的
発
展
に
向
け
、皆
が
心
を
一
つ
に
し
て
、こ
の
水
利
施
設
を
健
全

な
姿
で
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
け
る
よ
う
、
事
業
推
進
に
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
。

加藤　章 氏
道前道後土地改良区連合

理事長

表 3　主要工事計画
施設名 主な工事内容

面河ダム、佐古ダム、志河川ダム 老朽化に伴う改修

中山川取水堰 老朽化に伴う改修、耐震化対策

幹線用水路　L=28.2㎞ 老朽化に伴う改修、耐震化対策

横谷調整池、通谷調整池 老朽化に伴う改修、耐震化対策

面河ダム、志河川ダム、佐古ダム
道前管理所、道後管理所の水管理施設 老朽化に伴う改修

主要な農業水利施設の老朽化に伴う改修及び耐震化対策

キウイフルーツ 紅まどんな

はだか麦
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し
た
場
合
に
は
、
地
域
に
と
っ
て
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、本
事
業
で
は
、老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
施
設
を
改
修
し
、
こ
れ
と
一
体
的

に
必
要
な
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い
施
設
の

耐
震
化
対
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

⑵
施
設
整
備
計
画

本
事
業
は
、
松
山
市
、
西
条
市
、
伊
予
市
、

東
温
市
、
松
前
町
、
砥
部
町
の
四
市
二
町
に

ま
た
が
る
水
田
七
、三
一
八
ha

樹
園
地
一
、

八
六
〇
ha
を
受
益
地
と
し
て
、
令
和
五
年
度

か
ら
十
七
年
度
ま
で
の
一
三
年
工
期
で
、
総

事
業
費
二
三
〇
億
円
（
共
同
事
業
分
込
み

二
六
〇
億
円
）
で
実
施
さ
れ
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
主
要
工
事
計
画
は
、
表
3
に
示
す

通
り
で
あ
る
。

面
河
ダ
ム
の
承
水
堰
等
の
施
設
は
道
路
も

無
い
山
中
で
の
施
工
、
幹
線
用
水
路
は
民
家

隣
接
地
で
の
施
工
と
な
る
ほ
か
、
道
後
北
部

幹
線
用
水
路
は
、
工
業
用
水
と
の
共
同
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
水
期
間
が
限
定
さ
れ

る
な
ど
、
施
工
業
者
に
技
術
力
が
求
め
ら
れ

る
施
工
と
な
る
。

ま
た
、
通
谷
調
整
池
の
耐
震
化
工
事
に
お

い
て
は
、
堤
体
直
下
流
に
民
家
、
主
要
道
路

が
あ
る
な
ど
、
施
工
条
件
の
制
約
は
あ
る
が
、

通
谷
調
整
池
、
横
谷
調
整
池
と
も
に
盛
り
立

て（
押
え
盛
土
）、
洪
水
吐（
水
路
断
面
拡
幅
）、

基
礎
処
理（
洪
水
吐
部
）な
ど
ほ
ぼ
す
べ
て
の

フ
ィ
ル
ダ
ム
工
種
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ダ

ム
技
術
の
継
承
も
期
待
さ
れ
る
。

道前道後用水農業水利事業　計画一般平面図

固定堰の摩耗 水管理施設の劣化

ゲートの劣化 表示パネルの故障

中山川取水堰 面河ダム水管理施設

施設の劣化状況
施設の維持管理に必要な水管理施設に故障や不具合が発生

0

500

1,000

1,500

施設補修費の推移

補
修

費

（千円） 約 2.7倍

10年前に比べ、補修費用は約2.7倍に増加

将来展望国営事業地区の

4

事
業
へ
の
期
待

本
地
区
の
用
水
は
、
水
稲
や
野
菜
、
果
樹
な
ど
の
多
彩

な
農
産
物
を
生
産
す
る
愛
媛
県
下
有
数
の
農
業
地
帯
を
支

え
る
と
と
も
に
地
下
水
の
涵
養
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、

豊
か
な
生
態
系
の
保
全
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
し
、

地
域
社
会
に
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
地
元
農
家
等
か
ら
は
国
営
事
業
の
早
期
着
工
を
強
く

要
望
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
令
和
五
年
四
月
、
東
温

市
に
事
業
所
が
開
設
さ
れ
、
八
月
一
日
に
は
愛
媛
県
知
事
、

事
業
推
進
協
議
会
会
長
ら
事
業
関
係
者
参
集
の
も
と
看
板

掲
示
式
及
び
事
業
所
開
所
式
が
開
催
さ
れ
た
。

八
月
に
は
志
河
川
ダ
ム
の
法
面
対
策
工
事
が
開
始
さ
れ
、

本
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

一
日
で
も
早
い
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
農
業
用
水
の
安
定

供
給
、
施
設
の
維
持
管
理
費
用
と
労
力
の
軽
減
及
び
営
農

の
合
理
化
を
図
り
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
等
の
高
収
益
作
物

の
拡
大
や
高
級
か
ん
き
つ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い

る
「
紅
ま
ど
ん
な
」
へ
の
樹
種
転
換
等
が
進
む
こ
と
で
農

業
生
産
性
の
向
上
や
農
業
経
営
の
安
定
化
が
実
現
さ
れ
、

こ
の
地
域
が
益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

【
出
典
・
引
用
文
献
等
】

道
前
道
後
用
水
地
区
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
推
進
協
議
会
「
道
前
道
後
用

水
地
区
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
概
要
」

中
国
四
国
農
政
局
道
前
道
後
用
水
農
業
水
利
事
業
所
H
P

h
ttps://w

w
w.m
aff.go.jp/ch

ush
i/kj/dozen_dogo/dozen_dogo.h

tm
l

水
土
の
礎
「
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
の
紹
介

石
鎚
の
恵
み

虹
の

用
水
」

改修を待ち望む地元の声

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
道
前
・
道
後
平
野
は
、年
間
を
通
し
て
雨
量
が
少

な
い
な
ど
水
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
で
あ
り
、
昔
か
ら
恒
常
的
な
水

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、私
た
ち
の
先
人
は
、昭
和
三
十
二
〜
四
十
二
年
度
に
か
け

農
業
用
水
、工
業
用
水
・
発
電
用
水
の
水
源
と
し
て
、太
平
洋
に
注
ぐ
仁

淀
川
の
上
流
に
面
河
ダ
ム
を
建
設
し
、
は
る
ば
る
四
国
山
脈
を
越
え
て

水
路
を
整
備
す
る
な
ど
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い「
面
河
の
水
」を
私
た

ち
に
も
た
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
昭
和
の
事
業
」と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
元
〜
二
十
五
年
度
に
実
施
さ
れ
た「
平
成
の
事
業
」で

は
、受
益
地
や
貯
水
施
設
の
拡
張
と
併
せ
て
、支
障
施
設
の
改
修
も
行
わ

れ
、農
業
の
振
興
や
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、近
年
は
当
初
の
造
成
か
ら
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
、施
設
全
体

で
老
朽
化
が
著
し
く
進
行
し
、
維
持
管
理
に
多
大
の
費
用
と
労
力
を
要

す
る
よ
う
に
な
り
、加
え
て
近
い
将
来
、発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
備
え
た
安
全
性
向
上
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
地

元
で
は
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、農
林
水
産
省
及
び
愛
媛
県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、現

場
の
声
を
丁
寧
か
つ
親
身
に
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、
平
成
二
十
七
年

度
か
ら
調
査
を
始
め
、遂
に
今
年
度
、施
設
の
長
寿
命
化
・
耐
震
化
を
本

格
的
に
行
う「
令
和
の
事
業
」の
着
工
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
者

一
同
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
昭
和
の
事
業
」の
完
成
を
記
念
し
て
四
五
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
道
前

道
後
用
水
史「
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く
」の
中
に「
水
を
飲
ん
で
、井
戸
を

掘
っ
た
人
の
苦
労
を
忘
れ
ず
」の
言
葉
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
令
和
の
事
業
」の
着
手
に
際
し
、
当
初
の
施
設
建
設
に
携
わ
っ
た
諸

先
輩
方
、
ダ
ム
用
地
等
で
御
協
力
い
た
だ
い
た
久
万
高
原
町
笠
方
地
域

の
人
々
、
仁
淀
川
か
ら
の
分
水
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
高
知
県
の

方
々
、
多
く
の
関
係
者
の
大
変
な
ご
労
苦
と
ご
理
解
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
思
い
起
こ
し
、
道
前
道
後
地
域
の

持
続
的
発
展
に
向
け
、皆
が
心
を
一
つ
に
し
て
、こ
の
水
利
施
設
を
健
全

な
姿
で
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
け
る
よ
う
、
事
業
推
進
に
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
。

加藤　章 氏
道前道後土地改良区連合

理事長

表 3　主要工事計画
施設名 主な工事内容

面河ダム、佐古ダム、志河川ダム 老朽化に伴う改修

中山川取水堰 老朽化に伴う改修、耐震化対策

幹線用水路　L=28.2㎞ 老朽化に伴う改修、耐震化対策

横谷調整池、通谷調整池 老朽化に伴う改修、耐震化対策

面河ダム、志河川ダム、佐古ダム
道前管理所、道後管理所の水管理施設 老朽化に伴う改修

主要な農業水利施設の老朽化に伴う改修及び耐震化対策

キウイフルーツ 紅まどんな

はだか麦
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